
自然物の美しい形状を

表現したいと思い、形

状の決定に数式を用い

た。python を使用し、

プログラミングを組ん

だ。定数を清水港のデー

タなどを用いることで

形状の決定をした。
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当敷地は旧清水港線の終着駅である。よって清水駅からのサイクリングロードもここが最終到着点と

なる。約１０km を自転車で走った利用者に休んでもらい、三保半島の観光の起点となるよう、カフェ

を構想した。「ホームの上で食事が出来るカフェ」をコンセプトとし、現存のホームを利用しつつ、ホー

ムの横に屋内スペースを作ることで、新たな駅舎をイメージした。全体を覆う屋根は波をモチーフとし、

屋根と壁を兼ねることでシェル構造を用いた。そのため内部に壁がない大空間が形成された。

波は自然の形を抽出するため、計算式として算出し、定数を変化させることで高さや周期が変化する

プログラミングを構築した。清水港で発生する波を表現するため、波高の頻出値や風速など清水港の

データを用いた。その値域で乱数を発生させ、ホームの長さや屋根高などを考慮し、形状を決定した。

また、カフェの一部に自転車に乗ったまま飲食が出来る空間を形成した。自転車が椅子になることで、

自転車から降りることなく利用することができる。その空間を内部と繋げることで、自転車に乗って

来た観光客も地元住民も垣根なく交流できる場とした。

自然物の美しさを用いるため、以下の式から造形を抽出し、設計に用いた 

y = 3000*ma.cos((x- ma.sqrt((a*9.8)/(2* ma.pi))/b) / (a/2*ma.pi))

自然物の美しさを用いるため、以下の式から造形を抽

出し、設計に用いた 

r = r0 * ma.exp(w * t)

x = r * ma.sin(phi) * ma.cos(t)

y = r * ma.sin(phi) * ma.sin(t)

z = r * ma.cos(phi)

自然物の美しさを用いるため以下の式から造形を抽出し設計した

n = X + r * ma.cos(2*ma.pi*i/t)

m = Y + r * ma.sin(2*ma.pi*i/t) 

x = n + (c*c*n)/(n*n+m*m)

y = m -(c*c*m)/(n*n+m*m)

当敷地は河口に面し、周りに遮るものが少ないため、遠くまで見渡すことが出来る。対岸からは全体

を眺めることができ、橋を渡る際も視界に入る。元は電車の駅であり、サイクルポートとして計画し

なおす本提案と当敷地の立地から、象徴性のあるものにしたいと考えた。そこで現存の可動橋を巻貝

をスロープを用いた展望台で囲うことで、可動橋の高さを活かしつつ、新たなランドマークとして生

まれ変わらせた。スロープは巻貝をモチーフとした。巻貝は概形化するのではなく自然物の美しさを

表現するため、巻貝の形状を計算式として算出し、定数を変化させることで様々な形状を生み出せる

プログラミングを構築した。高さやスロープの勾配等、様々な要素を考慮し、形状を決定させた。

また、可動橋をシンボルとしてだけではなく、建築要素として取り込むために、構造の軸とした。周

囲のスロープを可動橋から吊る吊り構造を用いることで、地面との接点を最小とし、浮き感や透け感

を生み出した。さらに、サイクリングポートも建築要素として取り込んだ。スロープと床の接点から

巻貝の形状に沿って壁を倒し、そこを駐輪場とすることで、自転車があることで完成する建物とした。

清水港線を調べていると、当時の資料や路線図など現存するものが少なく、市内でそのような展示は

行っていなかった。地元住民でも清水港線があったことを知らない人が多く、駅跡地の建物の職員で

も知らなかった。しかし、廃線巡りのために清水を訪れ、ブログ等にまとめている人が多く確認できた。

そのため、そういった観光客や地元住民に向けて清水港線の歴史を伝えるギャラリーを構想した。

サイクルポートの要素を取り込み、カモメをモチーフとした自転車で走り抜けられる小さなギャラリー

を設計する。現存する三角形の構造物を回転させながら配置することで内部に空間を生み出す。この

とき回転軌道をカモメの外形に設定し、抑揚のある立面を構成する。さらにカモメの翼の断面を計算

式として算出し、定数を変化させることで様々な形状を生み出せるプログラミングを構築し、カモメ

の翼の断面に沿って構造物に高低差をつけた。断面構成も変化のあるギャラリーを生み出す。

構成された高低差は小さな丘を形成し、その麓に駐輪場を設けることで、自転車と歩行者の動線を分

離した。ギャラリー横の緑地では水場があり、人が休む場としてサイクルポートの役割を担っている。
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私は静岡県静岡市清水区で生まれ育った。清水区は所謂地方都市で、駅前の商店街はシャッター通り

と化し、人口流出が問題となっている。そんな清水で人を呼び戻そうと再開発の動きがある。私もそ

の運営に携わる機会があり、清水の再開発会議に参加した。そこでは、地元住民と市役所の人たちが

本気で清水のことを考え、よりよい街を目指していた。その思いに感動し、私も地元に恩返しするため、

私にしか出来ないことで協力したいと思い、設計対象地を地元である清水に選んだ。

清水には昔、清水港線という鉄道が走っていた。これは港と工場を

繋ぎ、主要工場には専用線も有していた。現在は廃線となり、再開

発によってサイクリングロードになっている。旧駅の一部には鉄道

構造物が残っている。しかし、サイクリングロードはほとんど使わ

れていないため、ここに人を引き込み、清水港を巡る観光ルートを

提案する。左記地図の実線が清水港線跡である。また、廃線跡の先

から清水駅まで水上バスが運行しているため、清水港を一周出来る。

左上には世界遺産三保の松原があるため、サイクリングロードを起

点に、観光が広まっていくことを狙う。清水港線駅のうち、清水駅、

清水港駅、清水埠頭駅は再開発が行われ、現在も人で賑わっている

ため、巴川口駅、折戸駅、三保駅の三駅を対象敷地として選定した。

敷地の展望の良さと柱の高さから、展望台を設計

した。スロープの形状から巻貝をモチーフとする。

清水港線の歴史を伝える場所がないため、清水港線

のギャラリーを設計した。かもめをモチーフとする。

サイクリングロードの終着点であることから、カ

フェを設計した。波をモチーフとする。

設計 × 数式
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中嶋美喜

波をモチーフとする

与条件に清水港のデータを用いる

２次元で波を重ねる
３次元で波を重ねる

ホームを波で覆う

波の形を計算式より算出する

巻貝をモチーフとする

５ｍ－３ｍの幅で床をつける 柱を軸に吊り構造を用いる

足りない構造を追加する

柱を巻貝で覆う 外形線を抽出する

カモメをモチーフとする カモメに沿って並べる 構造物を回転させる

生じた高低差をつなぐ 繋いだ線をカモメの

断面に沿わせる

全てのエッジを繋いで膜で覆う

巴川口駅 折戸駅

三保駅
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